
上小路の白壁や格子窓が残る家並み

上空から見た福岡の町並み

巻
の
七
十
八

　

今
回
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
『
播

磨
灘
物
語
』
の
冒
頭
の
舞
台
と
も

な
っ
た
、
長
船
町
福
岡
に
古
く
か

ら
残
る
備
前
福
岡
の
町
並
み
を
紹

介
し
ま
す
。

備
前
福
岡
と
は

　

備
前
福
岡
は
、
吉
井
川
の
東
岸

に
位
置
し
、「
備
前
福
岡
名
所
町
、

七
口く

ち

七
つ
井
戸
七
小こ
う
じ路
」
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
末
の

記
録
の
中
に
「
福
岡
庄
」
の
名
称

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
一い

っ
ぺ
ん
ひ
じ
り
え

遍
聖
絵
』
の
中
で
は
、
鎌

倉
時
代
中
期
の
「
福
岡
の
市
」
の

様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
絵

を
よ
く
観
察
す
る
と
、
川
の
流
れ

る
方
向
と
川
の
位
置
か
ら
吉
井
川

の
中
州
ま
た
は
東
岸
を
利
用
し
て

市
が
開
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
市
場
内
の
販
売
品
を
見

る
と
、
備
前
焼
の
大
甕
、
反
物
、

刀
剣
な
ど
様
々
な
も
の
が
露
天
に

並
べ
ら
れ
、
貨
幣
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

当
時
、
南
北
を
流
れ
る
吉
井
川

と
、
東
西
に
走
る
山
陽
道
の
結
節

点
で
、
人
・
物
・
金
の
一
大
集
積

地
と
し
て
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　

天
正
年
間
の
大
洪
水
や
、
宇
喜

多
氏
に
よ
る
岡
山
城
下
町
作
り
で

多
く
の
商
人
が
引
き
抜
か
れ
る
な

ど
し
た
た
め
、
商
業
地
と
し
て
の

備
前
福
岡
は
衰
退
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

七
小
路
と
七
つ
井
戸

　

町
並
み
の
東
側
に
は
、
応
永
10

（
１
４
０
３
）
年
創
建
で
、
境
内

に
黒
田
家
の
墓
所
と
宇
喜
多
興
家

の
墓
所
の
あ
る
妙
興
寺
が
あ
り
ま

す
。
戦
国
時
代
に
は
２
町
余
り
の

寺
域
を
持
ち
10
坊
１
院
が
建
ち
並

び
豪
壮
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
江

戸
時
代
の
寺
院
整
理
や
大
火
に
よ

る
焼
失
で
縮
小
し
ま
し
た
。

　

妙
興
寺
と
吉
井
川
の
間
の
南
北

に
長
い
平
地
に
町
並
み
が
あ
り
ま

す
。
吉
井
川
と
並
行
す
る
よ
う
に

東
小
路
と
上
小
路
の
２
本
の
南
北

の
道
に
、
市
場
小
路
、
下
小
路
、

横
小
路
、
後
（
渡
）
小
路
、
西
小

路
が
東
西
を
結
び
、
こ
の
７
つ
を

「
七
小
路
」
と
呼
び
、
小
さ
い
な

が
ら
も
整
然
と
し
た
町
割
が
な
さ

れ
、
横
町
、
殿
町
、
茶
屋
市
場
な

ど
の
呼
び
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
は
、
往
時
の
ま

ま
の
７
㍍
を
超
え
る
道
幅
で
残
っ

て
お
り
、
現
代
社
会
で
も
不
自
由

を
感
じ
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
町
割
の
中
に
は
個

人
用
の
井
戸
の
ほ
か
に
周
辺
の

人
々
に
よ
っ
て
管
理
使
用
さ
れ
た

「
七
つ
井
戸
」
と
呼
ば
れ
た
共
同

井
戸
が
あ
り
、
現
在
は
４
つ
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

備
前
福
岡
郷
土
館

　

個
人
医
院
の
建
物
を
利
用
し
た

備
前
福
岡
郷
土
館
で
は
、
福
岡
周

辺
を
発
掘
調
査
し
た
と
き
に
出
土

し
た
陶
磁
器
・
瓦
の
破
片
な
ど
の

考
古
・
歴
史
関
係
の
資
料
、
古
い

医
療
関
係
の
資
料
、
日
常
生
活
用

具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
『
一
遍
聖
絵
』
の
福
岡

の
市
が
描
か
れ
た
場
面
を
詳
細
に

拡
大
し
て
見
ら
れ
る
機
器
が
導
入

さ
れ
、
多
く
の
来
館
者
を
迎
え
て

い
ま
す
。

【
備
前
福
岡
郷
土
館
】

▽
開
館
日　

日
曜
日
（
年
末
年
始

　

を
除
く
）

▽
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時

▽
入
館
料　

無
料

▽
場
所　

長
船
町
福
岡
７
５
８

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
４

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　　７月 29日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

BooKs

 

疑
問
や
不
安
を
解
消
す
る
機
会

 

市
民
セ
ミ
ナ
ー

　

本
年
度
新
し
く
開
講
し
た
公
民

館
講
座「
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、

市
の
各
種
制
度
、
時
事
問
題
、
文

化
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
疑
問
や
不
安
を
解
消

し
た
り
、
市
の
新
た
な
魅
力
を
発

見
す
る
機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
22
日
（
金
）
午
前

　

10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　
「
知
っ
て
安
心
！
介
護

　
保
険
制
度
・
介
護
予
防
に
つ
い
て
」

▽
講
師　

い
き
い
き
長
寿
課
職
員

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
登
録
料
）

▽
申
込
期
限　

７
月
19
日
（
火
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

世
界
中
の
注
目
を
集
め
た
チ
リ
の
サ
ン
ホ
セ
鉱
山
崩

落
事
故
で
の
救
出
劇
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
地
中
と

地
上
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
。
団
結
・
忍
耐
・

絆
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
事
故
前
の
鉱
山
労
働
者
の

実
態
も
含
め
時
系
列
で
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。 

チ
リ
33
人　

生
存
と
救
出
、
知
ら
れ
ざ
る

記
録　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
…
著

やくそくのどんぐり
　大門高子 …文、松永禎郎…絵

広島・長崎で被爆したのは日本人だけではなく、いま
だに原爆症に苦しんでいるのも日本人だけではない。
韓国の「ハプチョンのどんぐりの木」は広島から持ち
帰られ芽生えたもの。そこに込められた願いとやくそ
くとは。 

　

４
月
に
前
期
展
を
開
催
し
、

好
評
だ
っ
た
藤
田
桜
展
の
後
期

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

布
の
色
や
柄
を
生
か
し
て
作

り
上
げ
ら
れ
た
藤
田
氏
の
作
品

は
、
独
特
の
優
し
い
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
、
見
る
人
の
心
に
癒

し
と
感
動
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
藤
田
氏
を
講
師
に
迎

え
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
し
ま
す
の
で
、ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
原
画
展
】

▽
期
間　

７
月
29
日
（
金
）
〜

　

８
月
４
日
（
木
）
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
入
場
料　

無
料

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

▽
日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午

　

後
２
時
〜
４
時

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

市
内
の
子
ど
も
と
そ

　

の
保
護
者
15
組
（
先
着
）

▽
申
込
期
間　

７
月
５
日
（
火
）

　

〜
28
日
（
木
）

▽
持
ち
物　

は
さ
み
、
の
り
（
工

　

作
用
）、
ハ
ン
カ
チ
く
ら
い
の

　

大
き
さ
の
布
切
れ
（
事
前
に
ア

　

イ
ロ
ン
を
か
け
て
お
く
）

※
中
央
公
民
館
で
も
い
く
ら
か
布

　

切
れ
を
用
意
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を

 

星
座
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　

公
民
館
講
座
「
自
然
と
暮
ら

す
」
で
は
、
花
作
り
や
山
野
草
を

求
め
て
の
散
策
な
ど
、
自
然
に
ふ

れ
、
自
然
を
生
活
に
生
か
す
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
は
、「
星
座
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
」
と
し
て
、
夏
の
星
空
観
察
を

行
い
ま
す
。
美
星
天
文
台
の
職
員

か
ら
星
や
天
体
の
話
を
聞
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。
夏
の
星
空
を
見
上

げ
て
、
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
７
月
29
日
（
金
）
午
後

　

６
時
30
分
〜

▽
場
所　

長
船
美
し
い
森

▽
講
師　

美
星
天
文
台
職
員

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
登
録
料
）

▽
申
込
期
限　

７
月
22
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

瀬
戸
内
市
立
図
書
館
特
別
企
画

布
貼
り
絵
作
家
　
藤
田
桜
展




